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大型サブミリ波望遠鏡 (LST) は日本が主導する将来の 50 m級の大型サブミリ波単一鏡であり、欧州が主導す
る同様のコンセプトの大口径サブミリ波単一鏡Atacama Large Aperture Submillimeter Telescopeとの統合に向
けた議論が進んでいる。この望遠鏡の実現には形状誤差 25 µm RMS以下の高精度な鏡面と軽量な望遠鏡構造の
両立が必須だが、既存の技術だけでは性能要求の達成は難しく、LST実現に向け複数の技術開発が進んでいる。
本講演では、予測可能な静的変形の最小化に有効な主鏡支持構造 (BUS) 設計に広義の人工知能の一つである

遺伝的アルゴリズムを用いた構造最適化 (今村ほか、2023年秋季年会V121a) のアップデートを報告する。本研
究では、LSTを模した口径 50 mのBUSの部材断面積と節点座標を変数にとり、電波光学と建築学の観点から考
案した制約条件下で、ホモロガス変形と仰角 50度での鏡面補正を考慮した自重変形と BUSの重量の同時最小化
を行う。LSTのデザイン案では、BUSはトーラス状の高剛性のハブを支持点にしており、ハブの剛性が BUSの
ホモロガス変形を妨げる可能性がある。そこで、ハブ上の節点を最適化の対象から外して最適化を実行した結果、
BUSは鏡面変形を小さくする方向に大きく進化し、ハブ上の節点を変数に入れた場合と比べ約 5倍鏡面精度が改
善した。その中で最も鏡面精度が高い構造の形状誤差は 4.8 µm RMSであった。この構造は、ハブ上の節点を変
数に入れて最適化した際の最も鏡面精度が高い個体よりも変形そのものは大きいが、極めて高い鏡面精度を実現
している。これは、アルゴリズムが非常に性質の良いホモロガス変形をする構造を発見できたためと考えられる。


